
企画総務グループ幹事会（2023 年度 第 4 回）議事録 

 
日  時： 2024 年 2 月 13 日（火）10：00～12：00 
場  所： JGS 会館 + 電子会議（Zoom ミーティング） 
出席者：［JGS 会館］ 桑野幹事長 立石副幹事長 川野幹事 末武幹事 
 青木事務局員    

［ZOOM］ 河田幹事 瀬谷幹事 中島幹事  
欠席者： 金田副幹事長 崔幹事   

 

１． 前回議事録の確認 

 ・2023 年度第 3 回企画総務グループ幹事会議事録（12/7） 【別紙－ 1】

 ・2023 年度第 3 回運営委員会議事録（12/22） 【別紙－ 2】

  → 各自確認していただくこととした。  

 

２． 最近のスケジュール 

・2023 年度第 4 回運営委員会：2024 年 2 月 22 日（木）10：00-12：00 JGS 会館+ZOOM 
・2023 年度第 2 回商議委員会：2024 年 3 月 1 日（金）～3 月 8 日（金）書面会議（E-投票） 

（2023 年度事業報告・2024 年度事業計画・予算・名簿案 他） 
                                        【別紙－ 3】

・2023 年度第 3 回商議員会  ：2024 年 4 月○日予定 書面会議（E-投票）（2023 年度決算報告） 
→4 月の第 1 週に監査を行い、その後 4 月 11 日ごろから 1 週間ぐらいで第 3 回商議員回を E―投票

で開催することを考えている。 
・令和 6 年度関東支部通常総会：2024 年 4 月 24 日（水）15:00-16:00 JGS 会館   【別紙－ 4】

→今年度の通常総会は対面での開催を予定している。会場での出席者は当日ご審議していただき、欠

席の方は委任状を提出していただくことになる。 
 総会出席の対象者は全会員であり、会場の収容人数には限りがあり事前に出席状況を確認する。 
 総会では、新任と退任の挨拶を予定している。 
・特別講演会：2024 年 4 月 24 日（水）16:30-17:30 JGS 会館地階大会議室・ZOOM ハイブリッド

       講師：吉田信博氏（国土交通省大臣官房参事官・宅地・盛土防災担当） 【別紙－ 5】

→特別講演会の参加案内は総会の出席案内と同時に出す予定であり、会場の出席希望が多い場合は、

その時点で検討する。 
・第 21 回地盤工学会関東支部発表会 GeoKanto2024：2024 年 11 月 22 日（金）開催予定 
 会場・国立オリンピック記念青少年総合センター 

 
３． 支部長特命事項対応他、運営管理上の報告・協議 

報告   

(1) 1/11〆切：令和 5 年度名誉会員推挙候補者の推薦依頼（提出済） 【別紙－ 6】

(2) 1/11〆切：令和 5 年度功労章受章候補者の推薦依頼（提出済） 【別紙－ 7】

 
(3) 

→(1)(2)について立石副幹事長から説明があった。 
1/17〆切：令和 5 年度予算執行見込み案作成のお願い（提出済） 

 

【別紙－ 8】

 
 
 
(4) 

→研究委員会グループで鹿島財団の助成金を頂いたが、宇都宮大学に入金され、 
研究委員会の活動費として宇都宮大学に請求する流れとなる。 
今後は寄附という方法で、活動費を依頼する方法もあるとの意見があった。 

1/22〆切：令和 5 年度支部「事業計画案」提出についてのお願い（提出済） 

 

 

【別紙－ 9】

 
 
(5) 

→立石副幹事長から説明があった。 
 次年度は 20 周年であり、出前講座を冠行事として開催することも検討する。 
1/18 開催「本部支部臨時懇談会」への支部役員ご参加のお願い 
⇒東畑支部長・桑野幹事長参加 

 

 
(6) 

→各支部の内部留保について有効に活用するようにと話があった。 
2024 年度関東支部名簿案 

 

【別紙－10】



(7) 2/15 国土交通省関東地方整備局企画部企画課出前講座 

⇒能登半島地震の対応のため 7 月に延期 

 

 
(8) 

→(6)(7)について立石副幹事長から説明があった。 
12/19 昭和女子大学付属中学高等学校出前講座 

 

【別紙－11】

 
(9) 

→桑野幹事長より活動報告があった。 
12/15 群馬県庁高崎土木事務所からの流動化処理土に関するお問い合わせについて 

 

【別紙－12】

(10) ニューズレター51 号（4 月発行予定）巻頭言は西川副支部長 担当：末武幹事  

(11) メール審議： 
1/9  共催依頼：1/24（一社）地域国土強靭化研究所「気候変動適応策に関する調査業務成果 

報告会」 
→(9)から(11)まで立石副幹事長から説明があった。 

(12) 2023 年度予算執行状況について（12 月末現在） 
→青木事務局から説明があった。各グループの行事が終了した。各グループや 

行事で収益は異なるが、収益の見込める行事が少なかった。 

【別紙－13】

検討   

(13) 2024 年度「若手技術者を対象とした意見交換セミナー」について 
⇒8/30（金）東京大学生産技術研究所（An401・402）予約 

 

 
(14) 

→今年度と同様の企画内容とし、8/30 の開催に向けて準備を始める。 
社会的に注目される事変（地盤災害時等）の地盤工学専門家のコメントサイトの 
開設について 

 

 

【別紙－14】

 
 
(15) 

→分野ごとの専門家をリストアップし個人名での意見表明を依頼する方向である。

 個人情報の取り扱いを含めた運用方法については検討が必要である。 
JGS 会館の Web 会議システムについて 

 

 

【別紙－15】

 
 
(16) 

→今後もハイブリッド開催が想定される。各幹事により良い Web 会議システムの

提案を依頼した。 
関東支部 20 周年行事について 

 

 
 
(17) 

→20 周年行事として、出前授業や各行事を充実させて開催する。 
QUO カード等の景品の活用については検討事項とする。 

「地盤工学会誌」支部編集委員について（2022・2023 年は河田幹事） 

 

 

【別紙－16】

 
(18) 

→企画総務グループからは崔先生に依頼する予定である。 
共催依頼：5/15・5/22 第 3 回技術者講座「最近の防災・減災技術」（一財）土木 
研究センター・（一社）地域国土強靭化研究 

 

【別紙－17】

 
 
(19) 

→内容等で共催に問題が無いものと考えられ、次回の運営委員会で検討していた 
 だく。 
2/8 長瀞町商工会からの問合せについて 
→埼玉大学の長田先生に打診中である。事務局から参加形態や条件等を長瀞町に 
 確認する。 

 

 

【別紙－18】

 

４． 開催結果、進捗状況の報告 

(1) 12/15 特別講演会「地盤工学の無限の可能性について」【開催済】参加者人数 132 名（内オンライ

ン 98 名） 
(2) 1/24 共催行事：（一社）地域国土強靭化研究所「気候変動適応策に関する調査業務成果報告会」

【開催済】参加者人数 16 名 
(3) 1/24 共催行事：千葉県グループ「令和５年度 千葉県建設技術協会講習会」【開催済】参加者人数

53 名 
(4) 1/22～2/22 後援行事：埼玉県都市整備部 都市計画課「被災宅地危険度判定士養成講習会」動画

配信 

   → 立石副幹事長から説明があった。 

 

５． その他 

（1） 退会届  



 ・なし 
（2） 新入会   

 ・株式会社オウギ工設      4 級 

（3） 級変更 

 ・株式会社複合技術研究所    4 級から 3 級へ変更 

 ・東京大学技術研究所      4 級から 3 級へ変更 

 ・株式会社テノックス      4 級から 3 級へ変更 

 ・東電設計株式会社        4 級から 3 級へ変更 

     ・川崎地質株式会社        3 級から特級へ変更 

（4）次回打合せ：2024 年  月  日（ ）（2023 年度は 6 月 16 日の開催） 

   → 今年度で退任の立石副幹事長、新任副幹事長の川野様より挨拶があった。 

     2023 年度の企画総務グループ活動は終了し、2024 年度の新体制に引き継がれる事となった。 

 


